
40周年記念誌について
【概要版】

40周年記念誌作成WG



【経 緯】

・節⽬の年を機に、これまでの当会の歩みをまとめる

・会員や関係する皆様に、未来に向けての展望を
考えていただく機会
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⼟⽊技術者⼥性の会は1982年度に設⽴

⇒ 設⽴40周年記念で 記念誌を作成

2022年は設⽴40周年を祝う年︕︕



【概 要】
〇記念誌︓電⼦ブック化・ウェブサイト上で公開

〇公開時期︓2022年度内
※全会員宛にアナウンス予定

〔記念冊⼦作成の内容〕
・歴代会⻑へのインタビュー
・会誌「輪」にて過去の変遷をたどる
・メールニュースの蓄積確認
・30周年記念式典までの

とりまとめ内容確認
・40周年に⾄るまでの年表作成 他

（A４サイズ約60ページのボリューム）
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〔表紙・裏表紙のイラストについて〕

・須⽥好さんのデザイン
（須⽥久美⼦運営委員のご令嬢）

※須⽥好さんからのコメント
「会員の多様な活躍の場を表すと
共に、今後のデジタル社会にお
ける活躍を期待して作成した」

（須⽥好さんは、これまで会のシンボル的な
存在であった「ぶたさん」のイラストの
作者でもあります。記念誌内には過去の
「ぶたさん」があちらこちらで⾒ることが
できますので、ぜひ探してみてください）

【記念誌を飾るイラストの紹介】
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表紙デザイン

裏表紙デザイン



【コンセプト】

設⽴40周年 どぼくの未来を創り続けるために
2012年、私たち土木技術者女性の会は、
設立30周年の節目に「どぼく未来宣言」を発表しました。

その後、土木を取り巻く環境が人々の暮らしに及ぼす影響力は
さらに膨らんでいます。地球規模に及ぶ環境の変化、未曽有の
自然災害との直面、そして新型コロナウィルス感染症の脅威の前に、
人々は翻弄されつつも、新しい暮らし方を模索しています。
私たち土木技術者も、時代に合わせた将来像を模索している状況です。

しかし、そのような状況にあっても、先の「どぼく未来宣言」に記載された、
土木が果たすべき使命、そして土木技術者が果たすべき役割は、内容の幅が広がり、
深みが出てきたことによって、さらにその重要性が増してきたように思います。

「人類」「地球」「宇宙」を視野に、「過去」「現在」「未来」をつなぎ、
未来を輝かせるために現在を生きる私たち。

引き続き、私たちは、土木技術者の自覚を胸に、これからの土木の未来を創り続け、
新しい社会を支えてまいります。
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2022年6月
土木技術者女性の会



〔設⽴30周年記念イベントにて宣⾔した内容〕

*記念誌を作成するにあたって*

設⽴40周年記念誌を作成するに
あたって、設⽴30周年記念に宣
⾔した「どぼく未来宣⾔」を、
どう引き継ぐことができるか、
を念頭に⼊れて考えました。

そして、設⽴40周年を迎える“い
ま”から、10年後の設⽴50周年へ
“つなぐ”ことを意識して、「過去
」「現在」「未来」の３つの
テーマ を軸に製作することに決
めました。
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【コンセプト】

⼟⽊は、⼈々の命と暮らしを守り、真の幸福をもた
らすという重⼤な使命を担っています。
わたしたち⼟⽊技術者は、常に⾃然災害の脅威に対
して真摯に向き合い、それぞれの地域特性と社会特
性に適合した⾃然と⼈間の共存のあり⽅を⼯夫し、
⾃ら技術と⼈間性の研鑽に励むと共に、これを次世
代に伝える努⼒を続けます。

2012年6⽉22⽇
⼟⽊技術者⼥性の会



【⽬ 次】
巻頭⾔（⽜⼭会⻑）

第1章 会の現況
会員数の推移、会計規模の経過他

第2章 会のこれまでの歩み
法⼈化、WG活動、CEへの扉作成他

第3章 設⽴40周年記念
元会⻑インタビュー

歴代会⻑へのインタビュー
「それぞれの過去・現在・未来」

第4章 若⼿会員による座談会
〜建設業界で⼥性がもっと活躍するために〜
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【第１章︓会の現況】

第⼀章では、
「会の現況について」
まとめています。
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⼟⽊技術者⼥性の会の現況
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【第１章︓会の現況】

※図・グラフ等に関しては、発⾏時に最新版のデータに差し替え予定



第２章では、
「会のこれまでの歩み」
をまとめています。

【第２章︓会のこれまでの歩み】
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【第２章︓会のこれまでの歩み】

会の40年の歩みを年表にまとめています



会の40年の歩みを10年ごとに区切り

①黎明期 （1982年〜1991年）

②充実期 （1992年〜2001年）←阪神淡路⼤震災

③⾶躍期 （2002年〜2012年）←東⽇本⼤震災

④発展期 （2013年〜2022年）←コロナ禍

と名付けて、分類しました。
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【第２章︓会のこれまでの歩み】
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①黎明期

黎明期では、設⽴のきっかけとなった⼟⽊学会の座談会の様⼦や、その後の
出席者の素早い⾏動から設⽴への実現、また⾵当たりの強い当時の状況の中
で、前向きかつ積極的に活動する先輩⽅の様⼦を伺うことができます。

②充実期
③⾶躍期

④発展期

【第２章︓会のこれまでの歩み】



設⽴30周年イベントにコメントを寄せてくださった中村医師。突然の訃
報を受け、出席したお別れの会にて、会の代表が⼼から哀悼の意をお伝
えした経過を掲載しました。

〜ペシャワール会 中村哲医師との縁〜
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【第２章︓会のこれまでの歩み】



【第３章︓元会⻑インタビュー】
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第3章では、
歴代の会⻑に、各⽀部の会員がイ
ンタビュアとなって、「過去」「
現在」「未来」をテーマに、会の
活動を含めた当時の思いや、ご⾃
⾝の⼈⽣、そして若⼿会員に向け
たメッセージなどについて伺った
話をまとめています。

設⽴40周年記念 元会⻑インタビュー

【2010年関西地区総会資料の表紙より】



【第３章︓元会⻑インタビュー】
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初代会⻑ 寺本和⼦さん

第2代会⻑ 正⽊啓⼦さん

第3代会⻑ 所靖⼦さん

第4代会⻑ 佐藤厚⼦さん

第5代会⻑ 桑野玲⼦さん

第6代会⻑ 渡邉弘⼦さん

初代会⻑から前会⻑の6名の⽅々にイ
ンタビュー等を⾏いました。設⽴の経
緯だけでなく、なぜ⼟⽊界を⽬指した
のか、仕事のやりがいや当時の働き⽅
、⽇常⽣活での⼯夫など、多岐にわた
るお話を伺うことができました。



【特別寄稿】
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特別寄稿として、
顧問の⼭⽥邦博⽒から
コメントをいただきました。

設⽴時の⽬的が⾊あせること
なく現在の会活動に⽣きてい
ることについて、⼤きく評価
していただいています。



【第4章︓若⼿会員による座談会】
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第４章では、
様々な業種の30歳〜40歳の若
⼿会員に集まっていただき座談
会を開催しました。
コロナ禍のため、オンラインに
よる開催となりましたが、全国
からの参加が可能となり、トー
クテーマに沿った熱い議論が交
わされました。その模様をまと
めています。



【第4章︓若⼿会員による座談会】
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会の設⽴からこれまでの歴史を踏まえて、今、そしてこれから、当会
は、そして⼥性⼟⽊技術者は、どこに何に焦点をあてて、活動してい
くべきか、現在のリアルな悩みを共有しながら議論を交わしました。

座談会では、建設業界で⼥性が
もっと活躍するために必要と思
われる
・精神的安⼼感
・働きやすさ
・働き甲斐
の3点に絞って議論しています。
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【将来構想WG報告書について】

2016年に発表された将来構想WGの報告書では、会の⽬的に⽴ち返り、そ
の解釈を改めて考察し、その達成度合いを図式化しました。図からも分か
るように、会の⽬的の5項⽬は、今の時代にも有⽤であり、今後もその⽬的
を重視しながらも、会のあるべき⽅向性について⽰しています。



【さいごに】
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40周年記念誌は、本来であれば、2022年開催の第10回通常総会で
お披露⽬する予定でした。しかし、編集するうち資料が膨⼤に増えた
ことから、現在鋭意作業中です。

お待たせしてしまい⼤変申し訳ありませんが、公開までもう少しお
時間を頂戴したく、何卒ご理解の程よろしくお願い申し上げます。

記念誌の完成まで最終段階に差し掛かりました。WGメンバー⼀丸
となって、完成まで漕ぎつけるよう頑張りますので、楽しみにお待ち
いただければ幸いです。

40周年記念誌作成WGリーダー 松本⾹澄

会員の皆さまへ


